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 私たちは、本日、主権者の幅広い声が反映される健全な民主政治をめざし、議
員定数削減法案反対を広く訴えるために、議員定数削減反対！緊急院内集会に結
集しました。 
先の特別国会で継続審議となった衆議院の比例定数削減法案は、1年以内に衆議
院選挙制度協議会において削減方法についての結論を得られなければ、比例代表
の定数のみ 45議席を削減するというもので、国会での審議を軽視し、議会制民主
主義を掘り崩すものです。国会議員は私たちの代表であり、その削減は私たちの声
を国の政治に届ける道を狭めます。現職優位の傾向が強まり、議員の新陳代謝は阻
害されます。 
とりわけ比例代表の削減は、小政党の議席獲得を困難にし、新しい政党の進出
を阻む壁になります。女性や若者、マイノリティを含む多様な議員の参画も、これ
まで以上にむずかしくなるでしょう。特に、比例代表の削減が女性議員に不利に
働くことは、衆議院女性議員のうち、比例代表選出議員が 6割である事実を見て
も明らかです。女性議員を増やそうと全会一致で可決した「政治分野における男女
共同参画の推進に関する法律」の趣旨にも反します。地方からの異議申し立ての声
も上がっています。30以上の地方議会が比例定数削減反対または慎重な審議を求
める意見書を採択したとの新聞報道もあります。 
他方、国会議員の多様性が失われることと引き換えに得られる歳出削減効果
は、歳出総額のわずか 0.003％にすぎません。 
「定数削減＝身を切る改革」との謳い文句は目眩ましにほかなりません。議員定
数削減によって「身を切られる」のは民意であり、その先にあるのは与党への権
力のさらなる集中です。 
私たちは、今、議員定数削減反対の一点においてさらに連帯の輪を広げ、全国各
地での共同行動を呼びかけていきます。 
また、国会に対し、本法案をすみやかに廃案にするよう求めます。 
以上、決議します。 
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